
A — ドウエア編 


本製品の八ードウエアについて説明します。 


各部のを称と機能(一58ページ） . 

設置と接続(一66ページ） . 

基本的な操作(一70ページ） . 

内蔵オプションの取リ付け(^78ぺージ） . 

ケーブル接続(一110ページ） . 

BIOS のセットアップ(一120ページ） . 

リセ、ソトとクリア（一135ページ） . 

割し ja みラインと I / O ポートアドレスト137ぺージ) 


本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説 
明しています。 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへ 
の接続じついて説明しています。 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧 
ください。 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあ 
るコネクタへのケーブル接続については「設置と 
接続」を参照してください。 

専用のユーティリティを使った目 I 0 S の設を方法 
について説明しています。 

システムをリセ、ソトする方まや内部メモリ 
( CMOS ) のクリア方まじついて説明します。 

本体内部のアドレスや割り a みの設定について説 
明しています。 
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各部の名祿と機能 

本体のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


⑨. 



.③ 

.③ 

.④ 


.⑥ 

.⑥ 

.⑦ 


.⑧ 
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① ファイルベイ 

5.25 インチデバイスと 3.5 インチデバイスを搭 
載するベイが一体となったベイ。 

② CD - ROM ドライブ 

セツトしたディスクのデータの読み化し（また 
は書き a み）を行う（^76ぺージ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするため 
のオープン/ク□ーズボタン、ディスクへのア 
クセス状態を表示するアクセスランプ（アクセ 
ス中はオレンジ色に点な）、トレーを強制的に 
イジェクトさせるための強制イジェクトホー 
ルが装備されている。 

③ 日.2日インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションの DAT ドライ 
ブや M0 ドライブ、 DVD-RAM ドライブなどを 
取りがける場所(一105ページ)。一番上のベ 
イには、 CD-ROM ドライブを標準で装備。 

④ 3.5 インチフ□ツピーディスクドライブ 
3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入して、 
データの書き a み/読み化しを行う装置 (-74 
ページ)。 

ドライブには、フ□、ソピーディスクをイジェ 
クトするためのイジェクトボタン、フ□、ソ 
ピーディスクへのアクセス状態を表示するア 
クセスランプ（アクセス中は緑色に点な）が装 
倩されている。 


⑥ D 旧 K アクセスランプ(桓色） 

本体内蔵の八ードディスクにアクセスしてい 
るときに点なする（^64ぺージ)。内蔵八ード 
ディスクをオプシヨンボードに接続している 
場合は装置に添付の LED ケーブルを接続する 
ことにより点なする（一94〜97ぺージ)。 

⑥ POWER / SLEEP ランプ(緑色） 

電源を ON じすると緑色に点なする（^64ぺ一 
ジ)。省電カモード中は緑色に点滅する。 

⑦ POWER / SLEEP スィッチ 

本体の電源を ON/OFF するスイッチ。一度押 
すと緑色に点灯し、 ON の状態になる 。もう一 
度押すと OFF の状態になる（一70ページ)。 

0S の設ちじより省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定 
後、一度押すと、緑色に点滅し、省電カモー 
ドになる。もう一度押すと、通常の状態にな 
る（搭載されているオプシヨンボードじよつて 
は、機能しないものもある。 

⑧ フ□ントマスク 

装置前面を保護するカバー(^83ぺージ)。 

⑨ リリースタブ(フ□ントマスク側面に3個） 

フ□ントマスクの□ックを解除するタブ(一 
83ページ)。フ□ントマスクを取り外すとき 
に押す。 
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装置背面 


⑥I 
⑩I 
⑩I 


⑨ I 

⑩ I 
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① 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（->68ページ)。 

② 固定ネジ (2 個） 

左側のサイドカバーを取り外すときに外すネ 
ジ(一80ページ)。 

③ 箇体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置 
内部の部品の盗難を防止することができる。 



④マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（^68ぺージ)。 

⑥キーボードコネクタ 

添付の车ーボードを接続する（->68ページ)。 

⑥シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続す 
る（一68ページ)。なお、本体標準のシリアル 
ポートは専用線接続は不可です。 


⑦ プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリン 
夕と接続する（^68ぺージ)。 

⑧ モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^68ぺージ)。 

⑨ 未使用コネクタ 

このコネクタじは何も接続しないでくださ 
い。 

⑩ USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する（一 
68ぺージ ) 〇 

対応するソフトウェア（ドライバ）が必要で 
す。 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 00 BASE - TX /1 OBASE - T 対応のコネクタ(一 
68ページ)。 

⑩100/ I 日ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一65 
ページ)。 

⑩ UNK / ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ（^ 
65ページ）。 
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装置内部 


① ②③④⑥⑥ 



① 電源ユニット 

② CPU ぶ却ファン 

③ メモリ （ DIMM ) 

④ マザーボード 

⑥ CD - ROM ドライブ 

⑥ デバイスベイ固定ネジ 

八ードディスクベイを外すときにゆるめ、 
ファイルベイを取り外すときに外すネジ。 

⑦ 5.25 インチデバイスベイ（上のス□ツトに CD - 
ROM ドライブを標準装備） 


⑧ 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 

⑨ ぶ却ファン 

⑩ ぶ却ファン（フ□ント） 

⑩ PCI ガイドレール 

⑩ハードディスクベイ 
⑩ 3.5 インチ八ードディスク 
⑩ぶ却ファン（リア） 

贷） PCI ボードリテンションスプリング 
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颇② 


⑩リチウム電池 

@スピーカ（ビープ音しか鳴りません） 

贷） FAN コネクタ（フ□ント側） 

@ CMOS クリア用コネクタ （136 ページ参照） 

贷フ□ントパネルコネクタ 
盛 LED ケーブル用コネクタ（オプションでデイス 
クアレイコント□ーラなどを搭載したときに 
使用） 

⑩ PCI ボードス□、ソト （5 ス□ット•上から 
PCI # 1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 PCI #5) 

® 外部接続用コネクタ （60 ページ参照） 

@ FAN コネクタ（リア側） 


マザーボード上のコネクタの位置とを称を示します。（ここでは保守馆 B 品交換など)の際に 
使用するコネクタのみあげています。その他のコネクタや部品については化荷時のままお使 
いください。） 


①③ ③④⑥⑥⑦ 



(® - 


1 

宣 i 量 

1 

1 


f 


⑩ 


電源コネクタ ( 

未使用コネクタ（何も接続しないでください） ( 

CPU ぶ却ファン ( 

CPU ぶ却ファン用コネクタ （ 

DIMM ソケット（左から#1 一#2一#3、#1に ( 

DIMM を標準装備） ( 

IDE コネクタ （ CD - ROM ドライブ用） 

IDE コネクタ （ IDE 八ードディスク用- 
UltraATA 100) ( 

電源コネクタ 

フ□、ソピーディスクドライブ用コネクタ < 

FAN コネクタ（八ードディスクぶ却用） < 




⑩⑩⑩⑩ ® ® ② 


な 




©屋③@⑥ ⑥巧 透⑨© 
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ランプ表示 


本体のランプの表示とその意□ホは次のとおりです。 



POWER/SLEEP ランプ 

本体の電源が ON の闇、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラ 
ンプが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動し 
ます。また、 0 S によっては一定時間 W 上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わ 
るよう設定したり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできま 
す（オプションボードによっては機能しないものもあります）。 POWER / SLEEP スイ、ソチを 
押すと元に戻ります。 


D に K アクセスランプ 

D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクにアクセスしているときに点灯します。 
フ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 

I M-O オプションのディスクミラーリングコント□—ラなどを搭載している場合は、装置に添付の 
目^ LED ケーブルをマザーボード上のに D コネクタとディスクミラーリングコント□—ラに接 
続することで内蔵八ードディスクのアクセス状態を表示しまず。 
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LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を磕認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （ LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 


100/10 ランプ 

標準装備の LAN ポートは、100 BASE - TX ( 100 Mbps ) と10目 ASE - T ( 1 0 Mbps ) をサポート 
しています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作 
されているかを示します。穫色に点灯しているときは、 100 BASE - TX で動作されているこ 
とを示します。消なしているときは、10巨 ASE - T で動作されていることを示します。 
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設置と接続 


本体の設置と接続につし^て説明します。 



A ミ主意 


AA 

Q 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• フ□ントマスクに手をかけて運ばない 

• 指定 m がの場所に設置•保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 



室内湿度1已で〜2已での 
節囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 


AC 100 V 、 平行二極 
アース 付きのコンセント 


ほこりの少ない、きれい 
で整頓された部屋 


マウスやディスプレイ装置 
のケープルが届く場所 


装置の前後に1日 OmmJ^Lb 
のスペースがとれる場所 


装置の動作時に室内 
溫度10で〜3已で、 
湿度20〇/〇〜80〇/〇の 
節囲を保てる場所* 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 
設置すると、誤動作の原因となります。 



温度変化の激しい場所(暖房器、 
エアコン、を蔵庫などのお<)。 



強い振動の発生する場所。 



帯電防止化工が施されていない 
じゅうたんを敷いた場所。 



物の落下が考えられる場所。 



本装置の電源コードを他の接地線 
(特に大電力を消費する装置など） 
と共用しているコンセントに接続 
しなければならない場所。 




腐食性ガスの発生する場所(大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類のお<や薬品類が 
かかるおそれのある場所。 



電源コードまたはインタフェース 
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛 
けたりずるおそれのある場所。 


強い磁界を発生させるもの（テレ 
ビ、ラジオ、放送/通信用アンテ 
ナ、送電線、電磁クレーンなど） 
のお<。 


電源ノイズ(商用電源をリレーな 
どで ON / OFF ずる場合の接点ス 
パークなど)を発生する装置のお 
くには設置しないでください。 
(電源ノイズを発生する装置のお 
<に設置するときは電源配線の 
分離やノイズフィルタの取り付 
けなどを保守サービス会社に連 
絡して行ってください。） 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタ 
が用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示 
します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜につなげます。 





A 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ似降の説明をご覧ください。 

めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 


• 指定似がのコンセントに差し込まない 


A\ 


• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 


• 指定 m がの電源コードを使わない 


• 電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しを 
しない 


• 指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 


インタフェースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 

M-O • 本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してください。 ON のが態 
era のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 


• NECm 夕 K サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合 
は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用できることをあ5かじめ確認してくださ 
し、。サードパーティの装置の中には使用でをないものもあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してください。キーボー 
ド/マウスや PCU □ットに増設したボードに接続したケーブル (LAN ケーブルなど)の 
着脱を防止するため効果びありまず（ケーブルストッパは本体内部で固定されていま 
ず)。 

• 添付のキーボード、 マウスはコネクタ 部分の 「 A 」 マークを ちに向けて差し込んでくださ 
い。 

• 本体標準のシリアルポートは専用 I 線接続は不可でず。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタでず。何も接続しないでください。 
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電源コード 

添付の電源コードを接続します。 



■L 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービ 
スコンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 とし、う2種类頁 
のコンセントがあります （「0 UTPUT 1」、「0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 UPS を 
制御するアプリケーシヨン （ ESMPRO / UPSController など）から電源の制御をしたし、場合 
は 、 「SWITCH OUT 」 に電源コードを接続します。常時給電させたい場合は、 「 UN - 
SWITCH OUT 」 に電源コードを接続します （24 時間稼働させるモデムなどはこのコンセ 
ントに接続します）。詳しくは UPS に添付のマニュアルをご覧ください。 

本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本装置の BIOS の設をを変更してください 。 CMOS Setup ユーティリティの 
rAdvancedJ — fPower Management Setup 」一 「State After Power Failure 」 を還ネ尺する 
と表示されるパラメータを切り替えることで設をすることができます。詳しくは98ぺ一 
ジを参照してください。 
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基本的な操作 


本体の基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

I n-O 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、 10 砂ほど経ってか 5 電源を ON にして 
E 重3 ください。 


1 .ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 


無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


2. 本体前面にある POWER/SLEEP スイ、ソ 
チを押す。 

POWER/SLEEP ランプが緑色に点火了 
し、しば6くするとディスプレイ装置の 
画面には 「NEC」 □ゴが表示されます。 



ランプ 


「NEC」 □ゴを表示している間、本体は自己彭断プ□グラム (POST) を実行して本体自身の彭断を 
しています。詳しくはこの後の 「POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了すると 0S が起 
動します。□グオン画面でユーザーをとパスワードを入力すれば使用できる状態(こなります。 

I チェック I 

POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します （184 ページを参 
照してください）。 
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POST (Power On Se げ - Test ) は、本体のマザーボード内にある自己診断機能です。 

POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種 
の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出)荷時の設をでは、 POST を実行している間、ディスプレイ装置 _ 

には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。履源 ON のときからく Tab > 

キーを押したままにすると、 POST の実行内容が表示されま U 
す。） 

POST の実行内容は常に磕認する必要はありませんが、導入時や r 故障かな？」と思ったと 
き、または電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたり、ディスプレイ装置になん 
らかのエラーメッセージが表示されたりしたときは POST 中に表示されるメッセージを磕認 
してください。 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


n-O • POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

胃 d ♦ POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 とキー入力を要 
ホするメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの 
BIOS び要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して 
か5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ットの変更をしてか 
5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを 
示すメッセージを表示して POST をいったん停止することびあります。 

この場合はく F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構成についての 
変更/設定は、この後に説明するユーティリテイを使って設定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチて、ソクを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ 
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメ、ソセージが表示されます。本体(こ搭載されてい 
るメモリの容量(こよっては、メモリチェックが完了するまで(こ数分かかる場合もあります。同様 
に再起動（リブート）した場合など、画面(こ表示をするのじ約1分程度の時間がかかる場合があり 
ます。 

2 . メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭載している 
CPU や接続しているキーボード、マウスなどをお化したことを®6せるメッセージです。 

3. しば6くすると、本体のマザーボードじある目 IOS セツトアップユーティリティ 「CMOS Setup 」 
の起動を促すメッセージが画面左下(こ表示されます。 


Press F 2 to enter SETUP / Q-Flash 


本体を使用環境じあった設定(こ変更するとき(こ起動してください。エラーメッセージを伴った上 
記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありませ 
ん(そのまま何も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。 

CMOS Setup ユーティリティを起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを 
押します。設定方まやパラメータについては、120ページを参照してください。 

CMOS Setup ユーティリティを終了すると、自動的(こもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 
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■: メモリ搭載量によっては <ド2>キーを受け付ける時間が短い場合があります。その場 

合は 、 「NEC ロゴ」が表示された 6< F 2> キーを押してください （< Tab > キーを押さな 
くても構いません）。 

4. 続いてオプションの SCSI コント□ーラボードなどの専用の BIOS を持ったボードを搭載している 
場合は、目 IOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます(そのまま何 
も人力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。複数枚のボードを取り付けている場合 
は、 PCI ボードス□、ソト番号のルさい順か6取り付け6れているボードの起動メッセージが表示 
されます。 

<例 : SCSI BIOS セツトアップユーティリティの場合> 


Press < Ctrl >< A > for SCSISelect ( TM ) Utility ! 


ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティを起動します。 

SCSI BIOS セットアップユーティリティを使用しなければな6ない例としては、次のような場合 
があります。 

• 日.25インチデバイスベイ(こ SCSI 機器を取り付けた場合 
• 外付け SCSI 機器を接続した場合 
• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

設定方まやパラメータの機能(こついてば、オプションのボード(こ添付の説明書を参照してくださ 
い。 

SCSI BIOS セットアップユーティリティを終了すると、自動的にもう1度 POST を実行します。 

己. SCSI 機器を接続している場合は、接続している SCSI 機器ほたは SCSI D ) を画面に表示します。 

巨. CMOS Setup ユーティリティで 「Password Check 」 の設定を!" System 」 (こしていると、 POST が 
正常に終了した後に、パスワードを人力する画面が表示されます。 

os をインス I ルずるまではパスワードを設定しないでください。 


7. POST を終了すると、 0 S を起動します。 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 

ff-O 保守ヴービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー 
ム表示は保守を行うときに有用な情報となります。また、エラーの内容によってはビープ音 
でエラーび起きたことを通知します。起動時にエラーメッセージび表示されたり、ビープ音 
びなったりしたときは、メッセージの内容やビープ音のパターンをメモした後、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1 . 0 S のシャットダウンをする。 

2. 電源を OFF してもよい状態になったことを確認して、本体前面にある POWER/SLEEP スイ、ソチを 
押す。 

0 S によってはシャットダウン処理と併せて本体の電源を OFF (こするものもあります。 POWER / 
SLEEP ランプが消灯したことで電源が OFR こなったことを確認できます。 

3. 周辺機器の電源を OFF じする。 


省電カモ-ドの起動 


本体の電力をほとんど使用しない状態(省電カモード、またはスリープモード)にすることが 
できます。 

省電カモード機能を 0 S で設定後、前面にある POWER/SLEEP スイッチを押すと省電カモー 
ドになります （ POWER/SLEEP ランプが緑色に点滅します）。 省電カモードになってもメモ 
リの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 

POWER/SLEEP スイ、ソチを押すと元の状態に戻ります(元の状態に戻るまでに少し時間がか 
かる場合があります）。 

■: 省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方まについては、 0 S の設をによっ 

て異なります。また省電カモード中の動作レベルは 0 S の設をに化存します。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体正面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）-保存(ライト）を行うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

FAT 1.44 M 目と720 K 目フォーマツトのフ□、ソピーディスクを使用できます。 


フ□ッピーディスクのセツト/取り出し 


フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER / SLEEP ランプ点な）になっていることを磕認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 

^ • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 

ないことを知6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 
OS に添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり、再起動するとフ□、ソ 
ピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起動できませ 
ん。 


イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

^ フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ□、ソピーディスク 

を取り化してください。アクセスランプが点灯中に取り化すとデータを破壊するおそれがあ 
し J ます。 

フ□ッピーディスクの取り扱い 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいじ奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き a んだりしないで < ださい。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところじは置かないでください。 
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♦ 水などの液体のおくや薬品のおくには置かないでください。 

♦ 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 

♦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

♦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

♦ フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き a み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの入っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勃めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行います。 

♦ フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勤めします。（本体に添付されて 
いるフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面には CD - ROM ドライブがあります。 



A ま意 


A 0 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

• ヘッドフオンは耳にあてたまま接続しない 


ディスクのセット/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）(こなっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面のオープン/ク□-ズボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの文字が目 P 刷されている面を上に向けてトレーの上(こ静かに確実(こ置く。 

4. オープン/ク□ーズボタンを押すか、トレーの前面を軽<押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセツトされます。 



ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再度ディスクをセットし直 
して < ださい。 

ディスクの取り化しは、ディスクをセットするときと同じようにオープン/ク□ーズボタン 
を押してトレーをイジェクトし、トレーから取り化します（アクセスランプがオレンジ色に 
点なしているときは、ディスクじアクセスしていることを示します。この闇、オープン/ク 
□ーズボタンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取 
り出)します。 

1. POWER / SLEEP スイ、ソチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）(こする。 

2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM ドライブのフ 
□ントパネル(こある強制イジェクトホー 
ル(こ差し} A んで、トレーが化て<るまで 
ゆっくりと押す。 

強制イジェクトホールの位置はドライブ 
のタイプによつて異なる場合がありま 
す。 



強制 イジ ェク ト ホール 
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• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 


• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. ディスクを取り化す。 

5. トレーを押して元に戻す。 

ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

♦ 本装置は、 CD 規格に準拠しない r コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

♦ ディスクを落とさないでください。 

♦ ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

♦ ディスクじラベルなどを貼らないでください。 

♦ 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないで < ださい。 

♦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

♦ キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き么まないでくださ 
い。 

♦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

♦ 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

♦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

♦ 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

♦ 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


本体に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


M-O • ここで示すオプションの取り付け/取りがしはユーザー自身でも行えまずび、この場台 
の装置および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねます 
のでご了承ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社 
の保守員に取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使ってシステム 
Windows をアップデートしてください (33 ぺージまたは53ぺージ参照)。 

• オプションおよびケーブルは NEC び指定する部品を使用してください。指定 m がの部 
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となり 
まず。 


安ま上のご注意 


安全に正しくオプションの取りがけ-取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 



wt ^ rn ^ 


A 處 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差したまま取り扱わない 



A ミ主意 


A A 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 高温ま意 

• 中途半端に取り付けない 


78 




















静電気について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ-取り外しの際は静 
電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。お持ちではない場合は部品を触る 
前に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を取り外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本体に組み a むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


次の手順に従って部品の取りがけ/取り外しの準備をします。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を巧う。 


2. POWER / SLEEP スイ、ソチを押して本体 
の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消 
义了）にする。 

3. 本体の電源コードをコンセントおよび本 
体の電源コネクタか6おく。 

4. 本体背面(こ接続しているケーブルをすべ 
て取り外す。 



取り付け/取 D かしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイドカバー 

本体にオプションを取りがける（または取り外す）ときはレフトサイドカバーを取り外しま 
す。 


取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカバーを取り外します。 


2 . 


「取りがけ/取りかしの準備」を参照して取り外しの準備をする。 

售体□ックに錠をしている場合は、錠を 
取り外す。 
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3. 背面のネジ 2 本を外す。 


4. レフトサイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 


己.ち側のカバーが底面を向くようにして本 
体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してください。 

フ□ントマスクを取り外す場合は、フロ 
ントマスクの取り外し後(こ横置きじして 
ください。 














































取り付け 


サイドカバーは r 取り外し」と逆の手順で取りがけることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を磕認してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取りがけるときにも、サイド 
カバー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを磕認してください。 
フレームに引っ掛かっていないとカバーを磕実に取りがけることができません。 


本体上面側の 



カバーの裏側 
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フ□ントマスク 


八ードディスクや 5.25 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフ□ントマスク 
を取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントマスクを取り外します。 


1 . 80ページを参照して取り外しの準備をする。 

2 . 80ページを参照してレフトサイドカバー 
を取りかす。 

3 . フ□ントマスクの左側にあるリリースタ 
ブ (3 力所）を引き、タブが本体のフレー 
ムか6外れる程度まで前面に少し引っぱ 
る。 


前面に引っぱりずざるとフ□ントマス 
クのち側を固定しているフックを破損 
してしまいます。少しだけ引き出して 
<ださい。 


4 . フ□ントマスクを左へスライドさせ、本 
体ち側のフレーム(こ引っかかっている夕 
ブをかして本体か6取りかす。 

己.ち側のカバーが底面を向くようにして本 
体を横置き(こする。 

ゆっくりと静かに倒してください。 




八—ドウ H ア編 


83 














取り付け 


フ□ントマスクは r 取り外し」の逆の手順で取りがけることができます。フ□ントマスクのち 
側にある3つのタブを本体前面の穴に差し込んでから左側を本体に向けて押し、リリースタ 
ブで□ックしてください。 
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3-5 インチ八ードディスク 

本体の内部には、八ードディスクを最大3台取りがけることができます。 


NEC で指定していない八ードディスクを使用しないでください。サードパーティの八ード 
ディスクを取り付けると八ードディスクだけでなく本体び故障するおそれがあります。ま 
た、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
す。 


モデルによって搭載されている八ードディスクのタイプが異なります。 


< SCSI ディスク搭載の場合> 


八ードディスクベイ 



OFF ) 


< IDE ディスク搭載の場合> 


八ードデイスク 
(1 台目-マスタ* 1) 


八ードディスク 
に台目-スレーブ* 1 ) 


八 ー ドディスクが 
(3 台目-マスタ* 1) 




八ードディスクベイ 


*1 オプションの RAID コント□ーラと接続する場 
合は、すべてのディスクを r マスタ」または r シ 
ングル」に設定する。 

*2 オプションの RAID コント□ーラが必要。 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクを取り付けます。 


1 . 取り付け前に八ードディスクに添がの説明書を参照して八ードディスクの設定をする。 


〈 SCSI ディスク搭載* 1 の場合〉 


増設台数 

設定 

取り付けるベイの位置 

1台目が 

ID 0 

上段 

2台目が 

ID 1 

中段 

3台目が 

ID 2 

下段 


*1 SCSI ディスクを搭載するにはオプションの SCSI コント□—ラまたは RAID コント□ー ラが必要。 
*2 終端抵抗の設定があるディスクは必ず OFR こ設定して< ださい。 

〈 IDE ディスク搭載の場合〉 


増設台数 

設定 

取り付けるベイの位置 

1台目 

マスタ*^ 

上段 

2台目 

スレーブ*^ 

中段 

3台目が 

マスタ*^ 

下段 


*1 オプションの RAID コント□ーラと接続する場合は、すべてのディスクを r マスタ」または「シングル」 
に設定する。 

*2 3台搭載ずるにはオプシヨンの RAID コント□ーラが必要。 


2 . 80ページを参照して取り外しの準備をする。 

3 . 80ページと83ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取りかす。 

4 . ハードディスクをすでに搭載している場合は、八ードディスクに接続しているインタフェース 
ケーブルと電源ケーブルをかす。 

己.八ードディスクベイに搭載しているぶ却ファンのケーブルをマザーボードの冷ま P ファンケーブル 
コネクタか6取り外す。 
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目.本体前面か6八ードディスクベイを固定 
しているネジ2本を外す。 


7. 八ードディスクベイを固定しているネジ 
をゆるめる。 

ゆるめるだけです。取り外す必要はあり 
ません。 

w-OiM 

ネジをゆるめると八ードディスクベイ 
は自由な状態になりまず。落とさない 
よう八ードディスクベイを持ちなび 5 
ゆるめて < ださい。 


8. 八ードディスクベイを本体背面方向に少 
しだけスライドさせて、本体か6取り出 
す。 


I マザーボード上の部品に八ードディス 
クベイをぶつけないようま意してくだ 
さい。 

9. 平6で丈夫な場所に静かに置く。 
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10. 八ードディスクのコネクタ側を手前に、 
基板面を下に向けて持ち、ス□ットへ 
ゆっくりとていねい(こ差し} A む。 

八ードディスクベイにあるツメ （4 力所） 
の上に八ードデイスクが載るようにして 
置きます。 


< SCSI ディスク搭載の例> 


八ードディスクを 
載せる、ソメ （4 力所) 



11. 八ードディスクと八ードディスクベイのネジ穴を合わせて、八ードディスクじ添付のネジ (4 本） 
で八ードディスクを固定する。 

w-Oi^ 

八ードディスクを固定するネジは、八ードディスク添付のネジを使用してください。必要杉上 
に長さのあるネジを使用ずると八ードディスクを破損するおそれがあります。 


ネジ(反対側にもある） 
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本体のフックにベイの 



八ードディスクベイを 
引っかけるフック 



載せるプレート 
<本体側> 


12. 八ードディスク ベイを本体の フレームに 
突き当てなが6本体の フックに ベイの穴 
を差し} A む。 

図はわかりやすくするために底面側にあ 
る PCI ガイドレールを省略しています。 


マザーボード上の部品に八ードデイス 
クベイをぶつけないようま意してくだ 
さい。 


I チェッ匀 


本体側のフックを八ードディスクベイ 
にある穴に差し} A み、本体前面へスラ 
イドさせます。 


13 . 本体前面へスライドさせる。 


I チェック I 

八ードディスクベイにあるネジ固定用 
のフックが本体のネジ(こ引っかかって 
いることも確認してください。また、 
本体前面側の穴(こ八ードディスクベイ 
のツメが差し} A まれていることも確認 
してください。 


14. 手順7でゆるめたネジを締め、手順6で取 
り外したネジ2本を取り付ける。 
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15. ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の r ケーブル接続」を参照してください。 

I チェック I 

• SCSI インタフェースケーブルや電源ケーブルにキャップがされていた場合は取り外してく 
ださい(取り外したキャップは大切に保管してください）。また、使用しない電源コネクタ 
にはキャップをし、リピートタイで束ねてください。 



1巨. 手順5で外した)を却ファンのケーブルをマザーボードに接続する。 


ド 

I ハード 


ドディスクを冷却ずるために大切な手順です。 


17 . 本体を組み立てる。 
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取り外し 

A - ドディスクは次の手順で取り外すことができます。 


—— 〇 ハードディスク内のデータについて 

取りがした A — ドディスクに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や企業の経 
理情報など)び第兰者へ漏ミまずることのないようにお客様の責任において確実に処分し 
て < ださい。 

Windows や Linux などの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フ ォーマッ ト」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実際のデータは 
J \- ドディスクに書き込まれたままの状態にありまず。完全に消去されていないデータ 
は、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありま 
ず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めします。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


1. 80ページを参照して取りかしの準備をする。 

2 . 80ページと83ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取り外す。 

3 . 「取り付け」の手順4〜9を参照して八ードディスクベイを取り化す。 

4 . 「取りがけ」の手順10〜11を参照して八ードディスクを取り化す。 

己.本体を組み立てる。 
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PCI ボード 


本体には、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを5つ用意しています。 


n-O • PCI ボードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で 
触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対するま意につ 
いては、79ぺージで説明しています。 

• □ングボードは PCI #2と#己のみに搭載できます。また、実装する際には、マザーボー 
ド上の g 隔に織虫しなしけう、注意して黑 i してくださし、。 


PCI ボー ドス □、ソ ト#1 
PCI ボー ドス □、ソ ト#2 
PCI ボー ドス □、ソ ト#3 

PCI ボー ドス □、ソ ト#4 
PCI ボー ドス □、ソ ト#5 
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オプションデバイスと取り付けス□ッI -- 覧 


型名 

製品名 

ス□ット 

PCI#1 

PCI#2 

PCI#3 

PCI#4 

PCI# 已 

備考 

32-bit/33MHz 

ス□ットサイズ 

Full-height 

電圧 

己 V 

搭載可能な 
ボードサイズ* 

ショート 

□ング 

ショート 

□ング 

N 8 103-65 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚搭載可能 

N 8103 -56 

SCSI コント□-ラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8 103-74 

ディスクミラーリングコント□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

いずれかのボードを1枚 
搭載可能 

N 8103-73 A 

ディスクアレイコント□-ラ ( IDE ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8 103-80 

ディスクアレイコント□—ラ 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104-101 

高速回線ボード 

_ 

〇 

_ 

_ 

〇 


N 8 104- 102 

高速を回線ボード 

- 

〇 

- 

- 

〇 


N 8 104-84 

1000 BASE - SX 接続ボード 

- 

〇 

- 

- 

〇 

N 8103-84、 N 8103 -103 
のいずれか1枚 

AFT 時は同じボードを最 
大2枚搭載可能 

N 8104 -103 

1000 BASE - T 接続ボード 

- 

〇 

- 

- 

〇 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚搭載可能 

N 8 104-86 

100 BASE - TX 接続ボード 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚搭載可能 

N 8 104-94 

4回線音声- FAX 処理ボード 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚搭載可能 

N 8104 -9 已 

4回線音声処理ボード 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚搭載可能 

N 8 104-96 

12回線対応音声処理ボード 

_ 

〇 

_ 

_ 

〇 

最大2枚搭載可能 


〇搭載可能 一搭載不可 

* ボードの奧行きサイズ。173.1 mm まで（シヨートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ）。 


RAID コント□-ラの取り付けについて 

t (下の RAID コント□ーラをインス I -ールするために橫討すべきことを記載します。詳しく 

は RAID コント□ーラに添付のマニュアルを参照してください。 

N 8 103-74: IDE ディスクミラーリングコント□-ラ 

N 8103-73 A : IDE ディスクアレイコント日ーラ 

N 8103 -80: SCSI ディスクアレイコント日ーラ 

参インストールする RAID コント □ ーラの仕様にあった八ードディスクとケーブルを用意し 
てください。 

• 八ードディスクの ID や終端設をを正しく設をしてしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of Inexpensive [ lndependeri 1:] Disks ) レベルで必要 
となる台数分の八ードディスクを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクを初期 
化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクに大切なデータがある場合 
は、バックアップを別の八ードディスクにとってからボードの取り付けやディスクアレ 
イの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクはパックごとにディスク回転速度と容量 
が同じ八ードディスクを使用してください。 
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ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構ぶする八ードディスクの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさくなります。 


ディスクアレイコント□ーラボードを巧換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント□ーラボードにリストアしてください。 
リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、「ソフトウェ 
ア編」を参照してください。 

RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K 
アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボード上の 
LED コネクタと RAID コント□ーラボード上のコネクタじ接続してくださしパ詳しくは 
RAID コント□ーラに添がの説明書を参照してください）。 


LED コネクタ 



この面を装置上面 



N 8103 -74 


I 000000000000000 〇 I I 0000000000000000 || 

II 0000000000000000 1111 000000000000000 〇 II 

0 

U 〇 〇 1 

〇〇 〇 

□ 

1着 



赤色のケーブル 
を接続 

黒色のケーブル 
を接続 





























































































N 8103 -73A 


黒色のケーブル赤色のケーブル 



N 8103 -80 

黒色のケーブル赤色のケーブル 



• RAID の構築は適切な RAID コンフィグレーションユーティリティを使用してください。 
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SCSI コント□ーラの取り付けについて 


N 8103 -56/65 SCSI コント□-ラを取り付け、 SCSI 八ードディスクドライブを内蔵する場 
合は]: i 下のことについて考慮してください。詳しくは SCSI コント□ーラに添がのマニュア 
ルを参照してください。 

• インストールする SCSI コント□-ラの仕様にあった八ードディスク慮大3台）とケーブ 
ルを用意すること。 

• 八ードディスクの ID や終端設をを正しく設定してしてください。 

• このボードの最大化力は 5 V です。 

• SCSI コント□ーラボードに OS がインストールされた八ードディスクを接続する場合は、 
番号のルさい PCI ス□、ソトから順番に取りがけてください。 

• SCSI コント□ーラボードに接続した八ードディスクのアクセス状態を装置前面の D に K ア 
クセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーボード上の LED 
コネクタと SCSI コント□ーラボード上のコネクタに接続してください。 


LED コネクタ 



この面を装置上面 
に向けて接続する 
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N8 103-56 


赤色のケーブル 黒色のケーブル 



ボード部品面 


N 8 103-65 


赤色のケーブルを接続 



■ 未接続 


取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI 目 I 0 S ユーティリティを使用してボードや接続 
しているデバイスの転送レートの設をなどをします。設定の詳細とその方まについて 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細につい 
ては、ボードに添付の説明書を参照してください。 


1 . 取り付け前(こ、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、ボードに添付の 
マニュアルを参照して正しく設定しておく。 


2. 80ページを参照して取り外しの準備をする。 


3. 80ページを参照してレフトサイドカバーを取りかす。 


4. PCI ボードリテンションスプリングの夕 
ブを1つずつ押して□ックを解除する。 

軽く本体背面側に押してか6マザーボー 
ド側に押します。 

「カチ、ソ」と音がして□ックが解除されま 
す。 




目. 取り付けるス□ットと同じ位置搞さ）に 
ある増設ス□、ソトカバーを取り外す。 

W-OI® 

取りがしたス□ットカバーは大切に保 
管してください。 
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7. ボードの部品面を本体底面側(こ向け、ボードのリアパネルをフレームのバネにしっかりと当てて 
か6ボードの接続部分がス□、ソトに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。 

□ングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にボードを合わせてか6ス□ットに 
接続します。 


)m 


うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれびありまずのでま意してくださ 
い。 

PCI ガイドレール 




<□ングボードの場合> 


8. 手順己で取りかした PCI リテンションスプツメを差し込む 
リングを取り付ける。 


ツメを差し込む 
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10. 本体を組み立てる。 

11. 本体の電源を ON (こして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会社(こ保守を化 
頼してください。 


取り付け後の設定 

取りがけたボードのタイプじよっては、取り付け後にユーティリティ（本体の CMOS Setup 
ユーティリティやボードに搭載-添がされているセットアップユーティリティ）を使って本 
体の設をを変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付のマニュアルに記載されている内容に従って正しく設定してください。 


なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にスキャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のル 
さい順にその起動メッセージ(バナー）を表示します。 





取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 


1 . 80ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 80ページを参照してレフトサイドカバーを取りかす。 

3. 取り付け手順の4〜己を参照して PCI ボードリテンションスプリングを取りかす。 

4. ボードを取り外す。 

日.増設ス□、ソトカバーを取り付け、取り付け手順の8〜9を参照して PCI ボードリテンションスプリ 
ングを取りがける。 

目.本体を組み立てる。 

7. 本体の電源を ON にして POST でエラーメ 、ソ セージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会社に保守を化 
頼してください。 
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DIMM 

DIMMCDual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタじ取り付けま 
す。マザーボード上には DIMM を取りがけるコネクタが3個あります(増設や取り外しは1枚 
単位です）。 

M-O • NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそれびあります（これ5の製品 
び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電 
気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分を素手で触っ 
たり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に対するま意について 
は、79ぺージで説明しています。 

• 容量び己 12 MB の DIMM は DIMM #! と DIMM #2 にしか取り付けることびできませ 
ん /。 

• 容量び日 12 MB の DIMM を DIMM #2 に取り付けている場台は、 DIMM #3 に DIMM を 
取り付けることびできません。取り付けるとシステムび誤動作しまず。 


メモリは最大 1 G 目 (5 1 2 M 目 X 2 枚）まで増設できます。 


DIIMM #2 DIIMM #3 



増設順序と注意事項 

• DIMM は1枚単位で DIMM ス□、ソト番号のルさい順に取りがけます。 
• 容量が 512 M 巨の DIMM を DIMM #3 に取りがけることはできません。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


2 . 

3. 

4. 

己. 


8 0ページを参照して取り付けの準備をする。 

80ページを参照してレフトサイドカバーを取りかす。 

左側面が上(こなるようじ本体をしっかりと両手で持ち、ゆっくりと静か(こ倒す。 

DIMM を取りがけるコネクタにある左ち 
のレバーを開<。 


DIMM を垂直(こ立てて、コネクタ(こしつ 
かりと押し込む。 


DIMM の向き(こを意してください。 
DIMM の端子側には誤挿入を防止する 
ための キーとキース□、ソ トがありま 
す。 


6 . 

7. 

8 . 



無理な力を加えると DIMM やコネクタ 
を破損するおそれびあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 

DIMM が DIMM コネクタに差し} A まれる 
とレバーが自動的に閉じます。 

レバーを 確実に閉じる。 

本体を組み立てる。 

Windows でページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は28ぺージを 、 Windows 2000の場合は、49ぺージを参照して 
ください。 


ESMPRO / ServerManager のデータビユーアでのメモリ表示について 

ESMPRO / ServerManager のデータビユーアから本体のメモリの状態を確認するとメモリバ 
ンク （ DIMM スロット）が2つまでしか表示されませんが異常ではありません。本装置では、 
DIMM スロット1に搭載されたメモリの情報(容量）をデータビユーアの「メモリバンク1」に表 
示し、 DIMM スロット2と DIMM スロット3に搭載されたメモリ容量の合計を「メモリバンク 
2」に表示します。 

(例） DIMM スロット1に 512 MB 、 DIMM スロット2と DIMM スロット3に 128 MB の 
DIMM をそれぞれ搭載した場合のデータビユーアでの表示 

ハー ドウエア 

I - メモリバンク 

—— [1] メモリバンク： 512 MB 
—— [2] メモリバンク： 256 MB 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

1 . 「取リ付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 

2. 取りかす DIMM のコネクタの両側じある 
レバーを左ち(こひろげる。 

D I MM の□ックが解除されます。 

3. DIMM を取りかす。 

4. 本体を組み立てる。 

5. Windows でページングファイルサイズの 
設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は28ぺ一 
ジを 、 Windows 2000の場合は、49 
ページを参照してください。 





ファイルデバイス 


本体じは、 DVD - RAM ドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデ 
バイスを取りがけるス□、ソトを2つ用意しています(標準装備の CD - ROM ドライブで1ス□、ソ 
卜使用しています）。 

デバイスは CD - ROM ドライブの下にある 5.25 インチデバイスベイに取りがけます。 
デバイスベイは1つのシャーシに一体化されています(一体化されているシャーシを r ファイ 
ルベイ」と呼びます）。 


■L 

[ヒント I 


SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボードと内蔵 SCSI 
ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を参照してくださし、。 

DVD - RAM ドライブおよび AIT ( IDE ) ドライブを取り付ける場合は、デバイスに添付の 
I DE ケーブル （2 段）に変更してくださし、（取り外したケーブルは大切に保管してくださ 
し、）。また、動作モードをじ TF のように設をしてください。詳しくは DVD - RAM ドライブ 
および AIT ( I DE ) ドライブに添付の説明書を参照してください。 

-標準装備の CD - ROM ドライブ：マスタ（出荷時の設を） 

- DVD-RAM ドライブ：スレーブ 

- AIT ( IDE ) ドライブ：スレーブ 



- CD - ROM ドライブ 


八—ドウ H ア編 


10己 































取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取りがけます。 


1 . デバイスの設定をする。 

デバイスベイ(こ取り付けるデバイスの設定は] U 下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端おお OFF ^ 

IDE デバイス 

SLAVE 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付け6れていない場合は終端 
抵抗 ON に設定して < ださい。 

I w-OiM 

SCSI ディスクを搭載する場合は 、 SCSI ID がディスクと重な5ないように設定してください。 

2 . 80ページを参照して取りがけの準備をする。 


3. 80ページと83ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取りかす。 


4. 標準装備の CD - ROM ドライブとフ□、ソ 
ピーディスクドライブ、デバイスベイに 
搭載しているデバイスか6すべてのケー 
ブルを取りかす。 

已.八ードディスクベイを固定していたネジ 
を外す。 


ネジ 



目.ファイルベイの両側じあるリリースタブ 
を押しなが6を本体か6取り化す。 

7. 平6で丈夫な場所(こ静かに置<。 
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8 . 両側のタブを押してダミーカバーを取り 
外す。 


取りがしたダミーカバーは大切に保管 
して < ださい。 



9. EMI カバーを取りかす。 


取りがした EMI カバーは大切に保管し 
て < ださい。 



10 . ファイルデバイスを差し込む。 
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11. デバイスのネジ穴をファイルベイのネジ 
穴に合わせてデバイスに添付のネジ4本 
で固定する。 



• 固定に使ラネジはオプションのデ 
バイスに添付のネジを使用してく 
ださい。必要 ly 上に長さのあるネ 
ジを使用するとデバイスを破損ず 
るおそれびありまず。 

• 取り付けたデバイスの前面を、標 
準搭載の CD-ROM ドライブの前面 
と位置を合わせて取り付けてくだ 
さい。 



12. ファイルベイを本体に差し 3A む。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされるまで押 
し} A んで < ださい。 



13. 装置側面か6取りがけた日.2日インチデバイスにインタフエースケーブルと電源ケーブルを接続す 
る。 


詳しくは、この後の r ケーブル接続」を参照してください。 


















































14. 本体を組み立てる。 

15. SCSI デバイスの場合は、 SCSI コント□ーラの BIOS ユーティリティを使って転送速度などの設定 
をする。 

詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

SCSI ケーブル(こよっては、コネクタの数がちがいます。また、終端に1番おいコネクタから 
ディスクの1台目、2台目、3台目の順で接続します。 

16. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインストールする。 

詳し < はデバイス(こ添付の説明書を参照して < ださい。 


取り外し 

ファイルデバイスは r 取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、 EMI カバーとダミーカバーを取り付けてください。 
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マヴーボード 



CD - ROM ドライブ 



兀ッピ - f イス外''ライ了' 


未使用 


7 


IDE ディスク搭載の場含 

ハードディスクを増設した場合は、夕の國のとおりじケーブルを接続します。インタフエー 
スケーブルの青色のコネクタをマザーボード上の DE プライマリコネクタへ、グレー色のコ 
ネクタを IDE スレーブドライブ(八ード ディ スクブラケットの下側に搭載されている八ード 
ディスク）へ、黒色のコネクタを IDE マスタドライブへ接続します。 

IDE スレーブドライブは DE マスタドライブの下に取りがけてください。 


5.2 己インチ 
デバイスベイ 

3.5 インチ 
デバイスベイ 


-1 台目の八ードディスク 
DE マスタドライブ 


2台目の八ードディスク 
IDE スレーブドライブ 


IDE / PrUDE プライマ U 
IDE / Sec : IDE セカンダ U 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


ケ—ブル巧続 


本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 



—スケ—ブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 

八ードディスクの増設 

A - ドディスクを増設した際の接続について説明します。 
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SCSI ディスク搭載の場合 

八ードディスクを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します ( SCSI ケーブル 
によってはコネクタの数が違います)。八ードディスクは、上から SCSI IDO 、 ID 1、 ID 2 の順 
に取り付けてください。インタフェースケーブルの終端に一番おいコネクタが SCSI DO の 
八ードディスクへ、その次のコネクタが SCSI ID 1 の八ードディスク、最後に SCSI ID 2 の 
八ードディスクへ接続し、最端のコネクタをマザーボード上の SCSI カードのコネクタへ接 
続します。 
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IDE ディスクミラーリングコント□ーラとの接続 

IDE ディスク搭載の場合は、 IDE ディスクミラーリングコント□ーラを接続することができま 
す。 DE ディスクミラーリングコント□ーラは、データの信頼性を向上させるために用意さ 
れたオプションの PCI RAID ボードです。 

このボードを取りがけると、本体に搭載した八ードディスクをディスクアレイ構成 (RAIDO 
か RAID 1 ) で使用することができます。 


• RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクに対してデータを分散して記録する方まです。この方まを r ストラ 
イピング」と呼びます。 と)のへー ドディスクへ処理を分散させることにより八ードディ 
スク単体で使用しているとき(こ比べディスクアクセス性能を向上させることができま 
す。 

— "〇 • データを2台の八ードディスクに分散して記録しているためアレイを構成している 
八ードディスクが1台でも故障するとデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクの整数倍となります。 

• RAID 1 (ミラーリング） 

2台の八ードディスクに対して同じデータを記録する方まです。この方法を r ミラーリン 
グ」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクに記録するため、 
使用中に片方の八ードディスクが故障してちちう片方の正常な八ードディスクを使用し 
てシステムダウンすることなく継続して運用することができます。 

— _Q • データを2台の八ードディスクへ同時に IJ — ド/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスク1台と同じとなります。 

ディスクアレイを構築するには2台の八ードディスクが必要です。また、接続に使用する DE 
ケーブルはディスクミラーリングコント□ーラに添がのケーブルを使用します。八ードディ 
スクに接続していたケーブルは取り外して、大切に保管しておいてください。 

M-O • j \- ドディスクの動作モードは2台とも r マスタ」または r シングル」に設定してくださ 

し、。ずでに取り付けている八ードディスクについては、し、つたん取り外して設定を確認 
して < ださい。 


J \- ドデイスクは同じ容量および性能のものを使用してください。 












内蔵八ードディスクのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブルをマザー 
ボード上の LED コネクタとディスクミラーリングコント□ーラに接続してください。ディス 
クの状態(ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など)はディスクミラーリングコン 
卜□-ラ用のユーティリティ 「 FastCheck 」 から磕認します。 Fas に heck はディスクミラーリ 
ングコント□ーラに添付のユーテイリテイです。 


ディスクアレイコント□ーラ （IDE) との接続 

DE ディスク搭載の場合は、ディスクアレイコント□ーラ （ID 巳にも接続することができま 
す。ディスクアレイコント□ーラ （ID 巳は、データの信頼性を向上させるために用意された 
オプションの PCI RAID ボードで、ディスクミラーリングコント□ーラがサポートしている 
RAID レベル （RAIDO と RAID 1) に力□えて RAID 5 をサポートしています。 

♦ RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を r ストラ 
イピング」と呼びます。2つの八ードディスクへ処理を分散させることじより八ードディ 
スク単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向上させることができま 
す。 

n-O • データを2台の八ードディスクに分散して記録しているためアレイを構成している 
Jpq yv- ドディスクび1台でも故障するとデータの復旧はでをません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクの整数倍となります。 

♦ RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクに対して同じデータを記録する方まです。この方法を r ミラーリン 
グ」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクに記録するため、 
使用中に片方の八ードディスクが故障してちちう片方の正常な八ードディスクを使用し 
てシステムダウンすることなく継続して運用することができます。 

n-O • データを2台の八ードディスクへ同時にリード/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスク1台と同じとなりまず。 
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• RAID 日(ストライピング + パリテイ） 


ストライピングじより3台の八ードディスクに分散してデータを記録します。またストラ 
イピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクに分散して記録されます。 
ディスクは冗長性を持っています。 

—_Q • データを3台の八ードディスクへ同時に ij— ド/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存するため、3台の八ードディスクの総容量より若干容量び少 
なくなります。 

ディスクアレイを構築するには最低2台の八ードディスクが必要です。また、接続に使用す 
る IDE ケーブルはディスクアレイコント□-ラ （ IDE ) じ添付のケーブルを使用します。八ード 
ディスクじ接続していたケーブルは取り外して、大切に保管しておいてください。 

M-O • 八ードディスクの動作モードは3台とも「マスタ」か「シングル」に設定してください。ず 
でに取り付けている八ードディスクについては、しりたん取り外して設定を確認してく 
ださい。 

• J \- ドディスクは同じ容量および性能のものを使用してください。 




) CD - ROM 朽イブ 


為 

) 兀ツピ - f ィスクドライア' 









己2己インチ 
デバイスベイ 

3.己インチ 
デパイスベイ 



’1台目の八ードディスク 
IDE マスタドライブまたは 
IDE シングルドライブ 

2台目の八ードディスク 
IDE マスタドライブまたは 
IDE シングルドライブ 
抱目の八ードディスク 
IDE マスタドライブまたは 
IDE シングルドライブ 
IDE / Pri : IDE プライマリ 
(未使用） 

IDE / Sec : IDE セカンダ U 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


内蔵八ードディスクのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブルをマザー 
ボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□ーラ （ ID 巳に接続してください。ディス 
クの状態(ディスクの故障やディスクアレイのリビルド中など)はディスクアレイコント□一 
ラ （ IDE ) 用のユーティリティ 「Power Console 円 us 」 からる隹認します 。 Power Console Plus 
はディスクアレイコント□ーラ （ IDE ) に添がのユーティリティです。 






















































ディスクアレイコント□ーラとの接続 

SCSI ディスクを搭載している場合は、ディスクアレイコント□ーラを接続することができ 
ます （ DE ディスクを搭載している場合は、 SCSI 八ードディスクと本ボード、 SCSI ケーブル 
が別途必要です)。内蔵八ードディスクをディスクアレイ構成にすることができます。サポー 
卜している RAID 構成は 、 RAID 0(ストライピング）と RAID 1(ミラーリング）です。また、 
オプションの D に K 増設崖体に搭載した八ードディスクをディスクアレイに構成することも 
できます。サポートしている RAID 構成は、 RAIDO (ストライピング）と RAID 1 (ミラーリン 
グ）、 RAID 5( ストライピング+パリティ）です。 

♦ RAIDO (ストライピング） 

2台の八ードディスクに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を r ストラ 
イピング」と呼びます。2つの八ードディスクへ処理を分散させることじより八ードディ 
スク単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向上させることができま 
す。 

n-o • データを 2 台の八ードディスクに分散して記録しているためアレイを構成している 
A- ドディスクび 1 台でも故障ずるとデータの復旧はでをません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクの整数倍となります。 

♦ RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクに対して同じデータを記録する方まです。この方まを r ミラーリン 
グ」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクに記録するため、 
使用中に片方の八ードディスクが故障してちちう片方の正常な八ードディスクを使用し 
てシステムダウンすることなく継続して運用することができます。 

n-O • データを2台の八ードディスクへ同時にリード/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスク1台と同じとなります。 

♦ RAID 日(ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより3台の八ードディスクに分散してデータを記録します。またストラ 
イピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクに分散して記録されます。 
ディスクは冗長性を持っています。 

—_Q • データを3台の八ードディスクへ同時にリード/ライトしているため、単体ディスク 
に比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、 3 台の八ードディスクの総容量より若干容量び少 
なくなります。 

ディスクアレイを構築するには最低2台の八ードディスクが必要です。また、接続に使用す 
る SCSI ケーブルは別売のケーブルを使用します。 
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SCSI ディスクを搭載している場合は、あらかじめ搭載されている SCSI コント□ーラを内蔵 
の SCSI ファイルデバイス （5.25 インチデバイス）や外がけの SCSI ファイルデバイスとの接続 
用として使用することができます。内蔵デパイスの場合は、終端抵抗を OFF に設をしてくだ 
さい。外付けデバイスの場合も別売の SCSI ケーブルが必要です。また 、 SCSI ID が重複しな 
いようをデバイスの設ををしてください。最後に接続されるデバイスには終端の設ををして 
ください。 

下図において、 SCSI ケーブルによってはコネクタの数が異なります。 


内蔵 SCSI ファイル 
デバイスに接続 
しない場合は 
外付け SCSI ファイル 
デバイスへ 



已 .2 日インチ 
デバイスベイ 

3.已インチ 
デ八'イスベイ 

-1 台目の八ードディスク 
SCSI IDO 

、2台目の八ードディスク 
SCSI ID 1 

^3台目の八ードディスク 
SCSI ID 2 


IDE / Pri : IDE プライマリ 
(未使用） 

IDE / Sec : IDE セカンダリ 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


SCSI ケースレ 



ディスクアレイコント□ーラを接続し、内蔵八ードディスクに接続した場合は、八ードディ 
スクのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケーブルをマザーボード上の LED 
コネクタとディスクアレイコント□ーラに接続してください。ディスクの状態（ディスクの 
故障やディスクアレイのリビルド中など)はディスクアレイコント□ーラ用のユーティリティ 
[Power Console 円 us 」 から磕認します 。 Power Console 円 us はディスクアレイコント □— 
ラに添付のユーティリティです。 









































































































SCSI ] ント□う 
( PCI #1 or #2) 


電源 

ユニット 


マヴーボード 


苗 

の 



と 

1 A 

山 

山 



CD - ROM ドライブ 

SCSI デバイス 


) フ□ッピ - f ィスクドライア 


i 





> 


SCSI デバイスを搭載する場台 

SCSI ディスクが搭載されている場合は、本体内蔵の SCSI コント□ーラから八ードディスク 
を経由して SCSI デバイスに接続できます。ただし、接続に使用する SCSI ケーブルは別売で 
す。 SCSI ID は他の SCSI デバイスと重複しないように設をしてください。別売の SCSI ケー 
ブルに SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 インチデ 
パイスの終端の設をを無効にしてください。 


5.25 インチ 
デパイスベイ 


3.5 インチ 
デパイスベイ 


•1 台目の八ードディスク 
SCSI IDO 

2台目の八ードディスク 
SCSI ID 1 


3台目の八ードディスク 
SCSI ID 2 


IDE / Pri : IDE プライマ U 
IDE / Sec : IDE セカンダ U 


IDE ケーブル FDD ケーブル !=■= SCSI ケースレ 


DE ディスクを搭載している場合または SCSI ディスクを搭載していて八ードディスクとは別 
のコント□ーラで SCSI デバイスを制御したい場合は、オプションの SCSI コント□ーラと内 
蔵 SCSI ケーブルが必要です。取りがけた SCSI コント□ーラは内蔵型/外がけ型の両方の 
SCSI デバイスと接続することができます。 

SCSI コント□ーラと 5.25 インチデバイスの接続は次のとおりです。 


5.25 インチデバイスの接続 

5.25 インチデバイスベイには SCSI デバイスか DVD-RAM などの IDE デバイスのいずれか1台 
を搭載することができます。 


か^/ 

I 己1 
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口 CD - ROM 朽イブ 

P SCSI デバイス 


I 兀ツピザィス外''ライフ'' 




1 



未使用 



IDE デバイスを搭載する場含 

DVD - RAM ドライブなどの IDE デバイスを搭載する場合は、 IDE デバイスに添付の IDE ケーブ 
ルを使用します。 CD - ROM ドライブに接続していたケーブルは取り外して大切に保管してお 
いてください。 


オプションに添付の IDE ケーブル 


己25インチ 
デバイスベイ 

3. 己インチ 
」デバイスベイ 


-1 台目の八ードディスク 
DE マスタドライブ 


2台目の八ードディスク 
DE スレーブ ドライブ 


IDE / Pri : IDE プライマリ 
IDE / Sec : IDE セカンダ U 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


已 .2 已インチ 
デバイスベイ 

3.5 インチ 
デバイスベイ 


-1 台目の八ードディスク 
IDE マスタドライブ 


内蔵 SCSI ファイル 
デバイスに接続 
しなし)場合は 
外付け SCSI ファイル 
デバイスへ 


2台目の八ードディスク 
IDE スレーブ ドライブ 


IDE / Pri : IDE プライマリ 
(未使用） 

IDE / Sec : IDE セカンダリ 


IDE ケーブル 


FDD ケーブル 


SCSI ケーブル 


別売の SCSI ケーブルに SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取りがけられている場合 
は、 5.25 インチデバイスの終端の設定を無効にしてください。 

外付けデバイスの場合ち別売の SCSI ケーブルが必要です。 


SCSI コント□ーラの同ーチヤネルに接続するデバイスの SCSI ID は、重複しないように設定 
をしてください。 


て d/ 山 ai 


。の s/s- 



























































































電源ケ_ブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブルじ(外は本装置では使用しませ 
ん。 

なお、本装置には次の2とおりの電源ケーブルの接続パターンがあります。 


P 2* P 10* 



P 2* P 10* 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System (目 lOS ) の設定方まについて説明します。 

Express サーバを導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく理解 
して、正しく設定してください。 


システム BIOS —CMOS Setup ユーテイリテイー 


CMOS Setup ユーティリティは本体の基本八ードウエアの設定を行うためのユーティリティ 
ツールです。このユーティリティは本体内のフラッシュメモリに標準でインス I -ールされて 
いるため、専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

CMOS Setup ユーティリティで設をされる内容は、化荷時に本体にとって最も標準で最適 
な状態に設定していますので、ほとんどの場合において使用する必要はありませんが、この 
後に説明するような場合など必要に応じて使用してください。 

M-O • CMOS Setup ユーティリティの操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行っ 
てください。 

• CMOS Setup ユーティリティでは、パスワードを設定することびできまず。パスワー 
ドには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。に upervisor 」 レベルの 
パスワードで CMOS Setup ユーティリティにアクセスした場台、ずべての項目の変更 
びできます。に upervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパ 
スワードでは、設定内容を変更でをる項目が限5れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• 本体には、最新のパ’ージョンの CMOS Setup ユーティリティびインス I ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台ねせてくださ 
し、。 
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起動 


本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く下313>车一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press F2 to enter SETUP/Q-Flash 


ここで < F 2> 羊一を押すと 、 CMOS Setup ユーティリティが起動してメインメニュー画面を 
表示します。 


[ヒント I 


搭載 メモリ 容量によっては、 < F 2> キーを受け付ける時間が短い場合があります。その 
場合は、本体の電源 ON 直後、または 「NEC ロゴ」 が表示された後に < F 2> キーを押してく 
ださい （< Tab > キーを押さなくても構いません）。 

CMOS Setup ユーティリティの設をによっては、セキュリティパスワードを登録すると 
メインメニューを表示する前にパスワードの入力を要求する画面が表示されます。パス 
ワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は 、 CMOS Setup ューティリティでのすべての設をの状態を確認したり、それらを変更 
したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや変更できる設をに制限があ 
ります。 


キー操作の説明 

キー ボード上の次の车一を使って CMOS Setup ユーティ リ ティ を操作します（车一の機能に 
ついては、画面下にも表示されています）。 

• カーソル车一（丫、 i ). 画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が 

反転している項目が現在選択されています。 

• 力ーソルキー（^、一） . Main や Advanced 、 Server 、 Security 、 巨 00 し Exit な 

どのメニューを選択します。 

• く 一 >キー/く 十 >キー . 選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブ 

メニュー頒目の前に「►」がついているもの)を選択して 
し^る場合、この丰一は無効です。 

• < Ente 「> キー . 選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

• < Esc > キー . ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メ 

ニューに進みます。 

• く F 1> 羊一 . CMOS Setup ユーティリティの操作でわからないことが 

あったときはこのキーを押してください 。 CMOS Setup 
ユーティリティの操作についてのヘルプ画面が表示され 
ます。く Es に羊一を押すと、元の画面に戻ります。 

• < F 10>+ — . 設をしたパラメータを保存して CMOS Setup ユーティリ 

ティを終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の設定 
例を示します。 



日付や時間の設定を変える 

rMain 」 一 「 Date 」 または rTime 」 

曰がは、月:日:年の順で表示されています。時間は、時:分:秒の順です。曜日は表示のみで 
す。く PageUp 〉 羊一と 〈 PageDown 〉 羊一で値の増減ができます。 

設をを変更する必要がないときは < Ente 「> キーを2回続けて押してください。 

本体の内部八ードウェアの状態をチェックする 

「 Server 」 一 「Sensor Information 」 

表示のみです。設をを変更することはできません。 


電源. UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON じする 

「 Advanced 」 一 「Power Management Setup 」 イ State After Power Failure 」 イ On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 

「 Advanced 」 一 「Power Management Setup 」 一 「State After Power Failure 」 一 「 Off 」 (初 
期値） 

かお g 留 閣巧遲 

「ESMPRO/ServerMana 呂 er」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Power Management Setup 」 一 「PME Event Wake Up 」 一 「 Enabled 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「目 00 り一 「First Boot Device」 、 「Second Boot Device」、「Third 目 00 1 Device 」 

POST の実行内容を表示する 

「 Boot 」 一 「Full Screen LOGO Show 」 一 「 Disabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Tab > キーを押しても表示させることができます。 

エラーを検出後の動作を設定する 


[" Server 」 一 「Halt On 」 

クイックブートさせる 

「 Advanced 」 一 I Advanced BIOS Features 」 一 「Quick Power On Seir rest 」 一 「 Enabled 」 











キーボー ド関連 


起動時に NumLock を有効にする 

「 Boot 」 一 「Boot Up Numlock 」 一 rOn 」 

USB をサポートしていない OS で USB キーボードを使用する 

「 Advanced 」 一 「Integrated Peripherals 」 一 「USB Keyboard Support 」 一 「 Enabled 」 


フ□ッピーディスクドライブ関連 


フ□ッピーディスクドライブの設定を変える 

rMain 」 一 「Drive A 」 

搭載しているフ□、ソピーディスクドライブで使用できるフ□、ソピーディスクのタイプを選択 
します。 


ノ V — ドディスク関連 


搭載している八ードディスク ( IDE ) の容量を確認する 

「 Main 」 一 riDE Primary Master」、「IDE Primary Slave」、「IDE Secondary Master」、「IDE 
Secondary Slave 」 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) 容量を確認する 

「 Main 」 一 「Base Memory」、「Extended Memory」 、 「Total Memory 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

l " Secu 「 ity 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

l " Secu 「 ity 」-> l"Set User Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、 ユーザパスワード （ User ） の順に設をします。 

起動時にパスワードの入力を要求する 

「 Security 」 一 「Password Check 」 イ Setup 」 または 「 System 」 


外付けデバイス関連 


シリアルポートの割り込みを設定をする 

「 Advanced 」 一 「Integrated PerigheralsJ^fOnboard Serial Port 1」一それぞれ設定をする 

パラレルボートの割り込みを設定をする 

「 Advanced 」 一 「Integrated Peripherals 」 イ Onboard Parallel Port 」 一設ををする 

パラレルポートの動作モードを設定をする 

「 Advanced 」 一 「Integrated PerigheralsJ^rParallel Port Mode」、FECP Mode Use DMA 」 
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内蔵デバイス関連 


非 PnP 力ード （ Le 呂 acy 力ード）に対する設定をする 

「 Advanced 」 一 rPnP/PCI Configurations 」 一 「PCI 1〜15 IRQ Assignment ] 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save & Exit Setup 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Without Saving 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す(出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「 Defaults 」 一 「Load Optimized Defaults 」 

トラブルの発生しない安全な設定値にする 

「 Defaults 」 一 「Load Fail-Safe Defaults 」 
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メニユーツリー 


メインメニューからさまざまなサブメニューを選択し、 設定を変更します。項目の前に「►」 
がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 

ここでは、画面に表示されるメニュー別にツリー形式でメニュー項目とデフォルト値を示し 
ます。 [] (カツコ）でくくられたパラメータがデフォルト値です。特に記載のない項目は 
設を内容を表示するのみのものです。 


Main 


Date ( mm : dd : yy ) 
Time ( hh : mm : ss ) 
>IDE Primary Master 


- IDE HDD Auto-Detection 
— Write Cache - 


— IDE Primary Master 


- Access Mode 


>IDE Primary Slave 


- IDE HDD Auto-Detection 
— Write Cache - 


IDE Primary Slave 


>IDE Secondary Master 


— Access Mode 


.IDE HDD Auto-Detection 
- Write Cache - 


IDE Secondary Master 


— Access Mode 


[Press Enter ] 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Auto ] 

None 

Manual 

[ Auto ] 

CHS 

LBA 

Large 

[Press Enter ] 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Auto ] 

None 

Manual 

[ Auto ] 

CHS 

LBA 

Large 

[Press Enter ] 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Auto ] 


め 


— None 
- Manual 

- [ Auto ] 

- CHS 
- LBA 
- Large 
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>IDE Secondary Slave 


— Write Cache 


IDE HDD Auto-Detection 


[Press Enter] 


— IDE Secondary Slave 


— Access Mode 


[ Disabled ] 
I — Enabled 

- [ Auto ] 

— None 
- Manual 

- [ Auto ] 

- CHS 
- LBA 
- Large 


Drive A 


Drive B 


Base Memory 

******K 

Extended Memory 

* 憎** K 

Total Memory 

******K 


















Advanced 


>Advanced BIOS Features 


>Integrated Peripherals 


め 


DRAM Data Integrity Mode 
CPU L1&L2 Cache - 


Quick Power On Self Test ■ 


Boot Up Floppy Seek 


Interrupt Mode 


MPS Version for OS 


- CPU Hype 卜 Threading 

(N 8100 -972 のみ表示） 


—— US 巳 Keyboard Support 


US 巳 Mouse Support 


On-Chip Primary PCI IDE - 


On-Chip Secondary PCI IDE 


IDE1 Conductor Cable 


IDE2 Conductor Cable - 


US 巳 Controller 


AC97 Audio 


- Onboard ATA/RAID Device 
- RAID Controller Function - 

—— Onboard LAN Controller — 

- Onboard Serial Port 1 - 


IR Port 




ECC 

■ Enabled 

■ [Enabled] 

■ Disabled 

■ Disabled 

■ [Enabled] 

■ [APIC] 

ドに 

.[1.4] 

. 1.1 

■ [Enabled] 

■ Disabled 




1 — [Enabled] 

I — Disabled 

, — [Enabled] 

I — Disabled 

[Auto] 

1— ATA66/100 
ATA33 

[Auto] 

I— ATA66/100 
ATA33 

[Enabled] 
Disabled 

[Enabled] 
Disabled 
[Disabled] 
Enabled 

- 1 — [Disabled] * 
I — Auto 

-| — Enabled 
I — [Disabled] * 

I— [RAID] 

- 1 — [Enabled] 

I — Disabled 

[3F8/IRQ4] 
Disabled 

— 2F8/IRQ3 

— 3E8/IRQ4 

■ 2E8/IRQ3 

■ Auto 

■ [Disabled] * 

— 3F8/IRQ4 

— 2F8/IRQ3 

— 3E8/IRQ4 
2E8/IRQ3 
Auto 


設定を変更しないでください。 
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>Power Management Setup 


X UART Mode Select 


X UR 2 Duplex Mode 


Onboard Parallel Port 


Parallel Port Mode ’ 


X ECP Mode Use DMA 


- [ IrDA ] 

- ASK 旧 

- [ Half ] 

- Full 

- [378/1 RQ 7] 
- Disabled 

- 278/1 RQ 5 

- 3 BC / IRQ 7 

-に PP ] 

- EPP 
- ECP 
- ECP+EPP 


け] 


Game Port Address 


— [ Disabled ] 
— 201 
— 209 


Midi Port Address 


— [ Disabled ] 

— 330 

— 300 


X Midi Port IRQ 



[ 10 ] 

5 


ACR Suspend Type - . — [ S 1( POS )] * 

I— S 3( STR ) 

Soft-Off by PWR-BTTN - j — [ Instant - Off ] 

I — Delay 4 Sec 


State After Power Failure -- [ Off ] 

— On 
— Auto 


PME Event Wak Up - j — Enabled ] 

I — Disabled 

Wake Up On Ring - ■ — [ Disabled ] 

I — Enabled 


Resume by Alarm 



X Date(of Month ) Alarm 



xTime ( hh : mm : ss ) Alarm 
Power On By Mouse — 



[ Disabled ] 

Enabled 

[ Everyday ] 

1 〜 31 

0:00:00 

[ Disabled ] 
Mouse Click 


Power On By Keyboard 


X KB Power On Password 


[ Disabled ] 
Password 
Keyboard 98 

Enter ] 


* 設定を変更しないでくださし、。 

































© 


>PnP/PCI Configurations -- PCI1/PC に IRQ Assignment 


- PCI2 IRQ Assignment 


- PCI3 IRQ Assignment 


—— PCI4 IRQ Assignment 
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3 4 5 7 9 


0 12 4 5 ^ 
1 — 1 — 1 — 1 — 1 — 

I_I 


3 4 5 7 9 


012 
1—1—1— 




4 5 心 


A 3 4 5 7 9 


0 12 4 5 5 
1—1—1—1—1— 


3 4 5 7 9 


〇 


2 4 5 


1—1—1—1— 
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Boot 


RAID/SCSI Boot Order 


[SCSI/RAID] 

RAID/SCSI 


First Boot Device 



[CDROM] 

Floppy 

LS120 

HDD 

SCSI 

ZIP 

USB-FDD 

USB-ZIP 

USB-CDROM 

USB-HDD 

LAN 

Disabled 


Second Boot Device 



[Floppy] 

LS120 

HDD 

SCSI 

CDROM 

ZIP 

USB-FDD 

USB-ZIP 

USB-CDROM 

USB-HDD 

LAN 

Disabled 


Third Boot Device 



[HDD] 

Floppy 

LS120 

SCSI 

CDROM 

ZIP 

USB-FDD 

USB-ZIP 

USB-CDROM 

USB-HDD 

LAN 

Disabled 


BootUp Num-Lock - 1 — [On] 

I— Off 

Boot to OS2 or DR-DOS - 1 — [No] 

I— Yes 


Console Redirection* 


(A) 



[Disabled] 

Enabled 


* 使用する通信ソフトウてアによっては、一部使えない機能があります。 
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© 


X Baud Rate 


- [115200] 
— 9600 
—19200 
L- 57600 * * 


Agent Address 


- [Auto] 

- COM1 
- COM2 
— COM3 
- COM4 


Agent after boot 


[Disabled] 

Enabled 


Init Display First 


AGP 


Full Screen LOGO Show 


厂 Enabled] 
I_ Disabled 


Onboard LAN Boot ROM 


- [Disabled] 
- Enabled 


* Console Redirection Enabled 時のみ還が!可能 
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Server 


Sensor Information 


Halt On 


Reset Case Open Status 

Case Opened - 

VCORE - 

VCC18 - 

+3.3V - 

+5V - 

+12V - 

5VSB - 


Current CPU Temperature 


—— Current CPU FAN Speed —— 
- Current POWER FAN Speed 
- Current SYSTEM FAN Speed 
- CPU Warning Temperature — 


— CPU FAN Fail Warning — 
- POWER FAN Fail Warning - 
- SYSTEM FAN Fail Warning 
— Voltages Warning - 






[Disabled] * 
Enabled 

No 

XXX V 
XXX V 
XXX V 
XXX V 
XXX V 
XXX V 
XX で 
xxxx RPM 
xxxx RPM 
xxxx RPM 

[Disabled] * 
60 °C/140°F 
70 °C/158°F 
80 °C/176°F 
90 °C/194°F 

Disabled 
[Enabled] * 

[Disabled] * 
Enabled 

[Disabled] * 
Enabled 

Disabled 
[Enabled] * 


I— [All, But Disk/Key] 
— All Error 
— No Error 
— All/But Keyboard 
一 All/But Diskette 


* 設をを変更しないでくださし、。 


132 



























Security 


Set Supervisor Password 


Enter Password: 


Set User Password 
Password Check - 


Enter Password: 

[Setup] 

System 


Clk/Voltage 


Spread Spectrum Modulated 


CPU Host Clock Control 


X CPU Host Frequency(Mhz) 
X Fixed PCI/AGP Frequency 

Host/D RAM Clock Ratio - 

Memory Frequency(Mhz) — 
PCI/AGP Frequency(Mhz) — 


- 1 — [Enabled] 
I — Disabled 


Disabled 

133 

33/66 

Auto 

266 

33/66 


Defaults 


Load Optimized Defaults 


Load Fail-Safe Defaults 


[N] 

Y 

[N] 

Y 


Exit 


Save & Exit Setup 
Without Saving — 


[Y] 

N 

[N] 

Y 
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その他の BIOS 


本装置がサポートするオプションのボードにも BIOS が搭載されているものがあり、専用の 
ユーティリティを使ってさまざまな設ををすることができます。詳しくは、購入したオプ 
ションボードに添付の説明書を参照してください。 

また、オプションボードの BIOS ユーティリティの起動順唐讨プション ROM のス羊ャン順 
唐）は、 PCI ス□ット番号の小さい順です。 
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■ J セットとク IJ ア 


本体が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


IJ セツ 



誤った八ードウエア構成やネットワーク環境で使用したり、不正なソフトウエアやプ□グラ 
ムを実行したりすると、ス I '''ールすることがあります。いったんストールすると、それ上 
処理を進めることができなくなりネットワーク環境などでは大きな影響を与えることになり 
ます。 

この状態から、システムを元の正常な状態に戻すには、 < Ct 「 l > キーと < AI わキーを押しなが 
ら、 < Delete > 羊一を押してください。リセットされます ( ROM - DOS で動作しているときの 
み）。 


W-0 


リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいまず。 
八ングアップしたとき m がでリセットを巧うときは、システムがなにも処理していないこと 
を確認してください。 


強制シャットダウン 


0 S からシャットダウンできなくなったときや、 
POWER / SLEEP スイ、ソチを押しても電源を OFF に 
できなくなったとき、リセットが機能しないときな 
どに使用します。 

本体の POWER / SLEEP スイッチを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFF になります。 
(電源を再び ON にするときは、電源 OFF (強制 
シャツトダウン)から約10秒程待ってから電源を ON 
じしてください。） 



リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、 
動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


旣 g を ON にし直して、 OS を起 


• プ□セッサび異常高温になると、高価な部品を保護ずるための回路び作動します。この 
場合、システムはリセット状態となるため、 POWER/SLEEP スイッチによる電源制御 
ができなくなります。電源コードを巧いて、電源を OFF にし、運用環境(周囲温度など) 
を確認した後、しば5くしてか5再度、電源コードを接続し、電源を ON する必要びあ 
ります。なお、プ□セッサび冷却されるまでの間(通常であれば日分程度）は、電源を 
OFF の状態にしておく必要びある場台もありまず。 
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CMOS のクリア 


本体自身が持つ BIOS セッ ト アップユーティリティ 「CMOS Setup 」 の設定内容は CMOS に 
保存されます。この CMOS に保存されている内容は次の方までクリアすることができます。 

I n-O その他のスイッチの設定は変更しないでください。故障や誤動作の原因となります。 


CMOS の内容をクリアする方法を次に示します。 






装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守 5 ないと、人び死こする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

自分で分解 - 修理-改造はしない 


1. 80ぺージを参照して本体の電源を OFF にして、電源コードおよび本体の背面(こ接続しているケー 
ブルをすべて取り外す。 

2 . 80ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. rVGA_EN」 の 1-2 ピンじあるジャンパを 
取りかし、 rCLR_CMOS」 の 1-2 ピンに取目 
り付け、数秒間待つ。 

4. ジャンパスイッチの設定を元に戻した 
後、もう一度電源を ON にする。 

己.電源を ON 後、ディスプレイに 「CMOS 
checksum error - Defaults loaded」 と表 
示されたことを確認する。 

巨 . CMOS Setup ユーテイリティを起動して 
設定し直す。 



CLR CMOS 



〇 

3 




2 


Ic 


1 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

SCI 

2 

カスケード接続 

10 

- 

3 

— 

11 

- 

4 

C0M1 

12 

マウス 

己 

- 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

Parallel port 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出)荷時では、 PCI デバイスの割り込みは次のように割り当てられています 


メニュー項目 

割り込み 

PCI IRQ 1 

PCI#1 INTD 、 PCI#2INTC 、 PCI#3 INT 目、 PCI#4 INTA 、 PCI # 己 INTD 、 
AGP-INTA 、 US 目 1.1-portO、1 

PCI IRQ 2 

AGP-INTB 

PCI IRQ 3 

PCI#1 INTA 、 PCI#2INTD 、 PCI#3 INTC 、 PCI#4INTB 、 PCI # 己 INTA 、 
RAID 、 US 目 1.1-port4 、 己 ( 未使用） 

PCI IRQ 4 

US 目 1.1-port2 、 3( ホ使用） 

PCI IRQ 己 

VGA 

PCI IRQ 6 

PCI#1 INT 目、 PCI#2 INTA 、 PCI#3 INTD 、 PCI#4 INTC 、 PCI # 己 INTB 

PCI IRQ 7 

PCI#1 INTC 、 PCI#2 INT 目、 PCI#3 INTA 、 PCI#4 INTD 、 PCI # 己 INTC 

PCI IRQ 8 

US 目 2.0、LAN 
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I / O ポートアドレス 


アドレス* 

使用チップ 

20-21 

チップセット 

2 E - 2 F 

スーパー I/O 

40-43 

システムタイマ 

60，64 

キーボード/マウスコント□ーラ 

61 

システムスピーカ 

70，71 

リアルタイムク□ック 

80-8 F 

DMA コント□-ラ 

92 

チップセット 

A 0- A 1 

インターラプトコント□ーラ 

B 2 

チップセット 

F 0 

チップセット 

170 -177 

IDE コント□ーラ 

1 F 0 -1 F 7 

IDE コント□-ラ標準 

278 - 27 F 

(パラレルポート） 

295 - 296 

八ードウエアモニタ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート 

376 

IDE コント□-ラ標準 

370 - 377 

(ディスケットコント□ーラ）、 IDE コント□-ラ標準 

378 - 37 F 

(パラレルポート） 

3 BC - 3 BE 

パラレルポート 

3 F 6 

IDE コント□-ラ 

3 F 0 - 3 F 7 

ディスケットコント□—ラ、 IDE コント□—ラ 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート 

4 D 0-4 D 1 

チップセット 

CF 8, CFC 

チップセット 

CF 9 

チップセット 

F 己0 - F 58 

チップセット 


16進数で表記しています 
































